
Ｉ

Ｋ

Ｇ

の 

 
旅

館

経

営

再

生

塾 

 
 

第

三

十

二

回 

 

相

続

・

贈

与

の

有

利

な

新

税

制

、

知

っ

て

し

ま

す

か

？ 

 

執

筆

担

当

者 

 
 
 
 
 

飯

島

 

賢

二 

｢

五

千

万

円

ま

で

財

産

譲

り

受

け

て

、

税

金

か

か

ら

な

い

っ

て

、
本

当

で

す

か

｣

あ

る

旅

館

の

後

継

者

か

ら

こ

ん

な

質

問

を

受

け

た

。 

 

正

確

に

い

う

と

若

干

の

誤

解

は

あ

る

が

、

概

ね

本

当

の

話

で

あ

る

。

平

成

十

五

年

一

月

一

日

以

後

に

財

産

の

贈

与

を

受

け

た

人

は

、

新

設

さ

れ

た

「

相

続

時

精

算

課

税

制

度

」

を

選

択

で

き

る

こ

と

と

な

っ

た

。

 

 

相

続

時

精

算

課

税

制

度

と

は

、

生

前

贈

与

が

あ

っ

た

時

に

受

贈

者

（

財

産

を

も

ら

っ

た

人

）

の

選

択

に

よ

り

、

贈

与

時

に

贈

与

財

産

に

対

す

る

贈

与

税

を

支

払

い

、

相

続

発

生

時

に

、

そ

の

贈

与

財

産

と

相

続

財

産

と

の

合

計

額

を

基

に

計

算

さ

れ

た

相

続

税

額

か

ら

、

す

で

に

支

払

っ

た

贈

与

税

を

控

除

す

る

こ

と

が

出

来

る

と

い

う

も

の

で

。

控

除

し

き

れ

な

い

場

合

は

、

還

付

を

受

け

る

こ

と

が

出

来

る

。

 

 

贈

与

税

の

、

年

間

基

礎

控

除

百

十

万

円

の

従

来

型

一

般

課

税

制

度

は

、

当

然

そ

の

ま

ま

制

度

と

し

て

存

続

し

て

お

り

、

受

贈

者

に

よ

り

、

ど

ち

ら

を

採

用

す

る

か

、

選

択

で

き

る

も

の

で

、

両

制

度

を

併

用

し

て

採

用

す

る

こ

と

は

出

来

な

い

の

で

、

注

意

す

る

必

要

が

あ

る

。

 

こ

の

新

制

度

を

選

ん

だ

場

合

に

限

り

、

贈

与

者

一

人

当

り

特

別

控

除

額

二

千

五

百

万

円

ま

で

は

非

課

税

枠

（

住

宅

取

得

資

金

は

プ

ラ

ス

一

，

０

０

０

万

円

の

三

五

〇

〇

万

円

ま

で

）
、
父

、

母

の

両

親

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

贈

与

す

れ

ば

、

ご

指

摘

の

通

り

、

五

〇

〇

〇

万

円

ま

で

非

課

税

枠

が

適

用

さ

れ

、

こ

れ

を

越

え

る

部

分

に

つ

い

て

は

、

一

律

二

〇

％

の

贈

与

税

を

納

め

、

後

々

相

続

時

に

精

算

す

る

と

い

う

制

度

で

あ

る

。

 

 

尚

、

こ

の

制

度

を

選

択

す

る

場

合

は

、

い

く

つ

か

の

要

件

を

満

た

す

必

要

が

あ

る

。

ま

ず

、

贈

与

者

は

満

六

十

五

歳

以

上

の

親

（

父

・

母

ご

と

に

制

度

を

選

択

で

き

る

）

で

あ

る

こ

と

、

受

贈

者

は

満

二

十

歳

以

上

の

推

定

相

続

人

（

直

系

卑

属

の

う

ち

贈

与

を

受

け

た

年

の

一

月

一

日

に

お

い

て

二

十

歳

以

上

で

、

最

も

先

順

位

の

相

続

権

の

あ

る

人

、

場

合

に

よ

っ

て

は

孫

で

あ

る

代

襲

相

続

で

も

適

用

）

で

あ

る

こ

と

が

基

本

要

件

で

あ

る

。

贈

与

財

産

の

種

類

、

金

額

、

贈

与

回

数

に

関

し

て

は

、

特

に

制

限

を

設

け

て

は

い

な

い

。

 

こ

の

制

度

を

選

択

す

る

場

合

は

、

最

初

の

贈

与

を

受

け

た

年

の

翌

年

二

月

一

日

か

ら

三

月

十

五

日

ま

で

の

間

に

税

務

署

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

届

出

が

、

相

続

時

ま

で

継

続

す

る

こ

と

に

な

る

。

あ

る

意

味

、

画

期

的

な

相

続

対

策

と

い

え

る

制

度

と

い

え

る

。

是

非

、

有

効

活

用

を

お

勧

め

し

た

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

 

（

決

め

事

の

多

い

新

税

制

ゆ

え

、

詳

細

は

、

必

ず

顧

問

税

理

士

、

税

務

署

に

、

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
） 


